
朝 （登校前）

□ 朝起きてこない。布団からなかなか出てこな
い。

□ 朝になると具合が悪いと言い、学校を休みた
がる。

□ 遅刻や早退が増えた。
□ 食欲がなくなったり、だまって食べるように
なる。

夜間 （就寝後）

□ 寝つきが悪かったり、夜眠れなかったりする
日が続く。

□ 学校で使う持ち物がなくなったり、壊れてい
る。

□ 教科書やノートに嫌がらせのラクガキをされ
たり、破られたりしている。

□ 服が汚れていたり、破れていたりする。

夕 （下校後）

□ ケータイ電話やメールの着信音におびえる。
□ 勉強しなくなる。集中力がない。
□ 家からお金を持ち出したり、必要以上のお金
をほしがる。

□ 遊びの中で、笑われたり、からかわれたり、
命令されている。

□ 親しい友達が遊びに来ない、遊びに行かない。

夜 （就寝前）

□ 寝つきが悪かったり、夜眠れなかったりす
る日が続く。

□ 学校で使う持ち物がなくなったり、壊れて
いる。

□ 教科書やノートに嫌がらせのラクガキをさ
れたり、破られたりしている。

□ 服が汚れていたり、破れていたりする。

いじめが大きな社会問題となっています。いじめは、人の心と体を傷つけるだけでなく、不登校や命を奪うことにもつながりかねない深刻な問題です。
いじめの解決は、いじめが発生したときだけではなく、普段から子ども、学校、家庭のそれぞれが日常生活の中で継続して取り組んでいくことが大切で
す。いじめは「どの子どもにも、どの学校にも起こりうるものである」という基本的な認識に立って、本校では以下の点について、学校いじめ対策委員
会を中核に、重点的に取り組んで参ります。

子どもの発する小さなサインを見逃さず、御家庭とも連絡を取りながら、迅速かつ的確にいじめの早期発見・早期解決に努めます。
人権尊重の精神を育む学習活動を各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間等のすべての学校教育活動を通して、他者の痛みや感情を共感的

 に受容するための想像力や感受性を身に付けることのできる教育活動を展開します。
いじめを発見したら、いじめられている子どもを「絶対に守る」という姿勢を明確に示し、心のケアはもとより、学校生活全般において安全を確

 保します。
いじめている子どもに対しては、自己の問題点に気付かせ、謝罪の気持ちを醸成させるよう粘り強く個別に指導し、内容によっては関係機関と連

 携し、毅然とした対応をします。
すべての教職員が一丸となって、いじめの全容解明・いじめの解消に努め、再発防止策を講じます。

「いじめ」をしていませんか？
いじめる側になっていると、次のようなサインが出ていることがあります。

□ 言葉遣いが荒くなる。言うことをきかない。人のことをばかにする。
□ 買ったおぼえのないものを持っている。
□ 与えたお金以上のものを持っている。おこづかいでは買えないものを持っている。

周南市立鹿野小・中学校「いじめ」 を許さない！ ～すべての子どもたちの豊かな学校生活のために～

いじめとは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の

児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該

行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

お子さまの様子はいかがですか？ ※文部科学省の資料を参考に作成

家でのお子様の様子に何か変化を感じたら、子どもにしっかり寄り添いながら、話を聞い
たり、家庭での様子を振り返ったりするなど、「もしかしたら、うちの子がいじめられてい
る（いじめている）のでは」と冷静に思い直してみましょう。

家庭で悩みを抱え込んでしまうと、解決が遅れ、深刻な事態に陥ることも考えられます。

○ ２４時間子どもＳＯＳダイヤル ０１２０－０－７８３１０
○ ふれあい総合テレホン   ０８３－９８７－１２４０
○ ふれあいメール soudan@ｇ.ysn21.jp
○ 山口地方法務局（子どもの人権１１０番） ０１２０－００７－１１０
○ 山口県警察本部   ０８３－９３３－０１１０

「あれ？」

もしかしてと

思ったら・・・

● 子どもにとって良き相談相手になってあげましょう。気持ちを受け入れてあげる
 ことが大切です。

● ようすがおかしくても、問いつめたり、結論を急いだりしないようにしましょう。
● 何があっても「守り抜く」「必ず助ける」ことを真剣に伝えましょう。
● いじめられている人が悪く、いじめられている人は悪くないと伝えましょう。
● 子どもに次のようなことは言わないようにしましょう。
「無視しなさい」「大したことではない」「あなたにも悪いところがある」「い
 じめられる方が悪い」「弱いからいじめられる」

ご家族だけで悩まずに、心配なことは学校へ相談しましょう。
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